
 

※令和４年度以降入学生用 

学校番号 １００６ 

令和５年度 家庭科 

 

教科 家庭 科目 家庭基礎 単位数 ２単位 年次 １年次 

使用教科書 図説 家庭基礎 （実教出版） 

副教材等 LIFE おとなガイド（教育図書株式会社） 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

家庭生活に関心をもち、積極的に取り組みましょう。 

 ・生活の様々な現象や課題をグループワークや演習等を通して考え、理解を深め知識を身に付けま

す。友だちの考えを知り、多様な考え方･価値観に気づき、自分の考えをもちましょう。 

 ・実践的･体験的な学習を通して、科学的な理解に基づいた確かな技術を身に付けよう。 

 ・学んだことを自分の生活の問題として捉え、よりよい生活をめざしましょう。 

 

２ 学習の到達目標 

 生活の営みに係る見方・考え方を働かせ，実践的・体験的な学習活動を通して，様々な人々と協働

し，よりよい社会の構築に向けて，男女が協力して主体的に家庭や地域の生活を創造する資質・能力

を次のとおり育成することを目指す。 

（1 ） 人の一生と家族・家庭及び福祉，衣食住，消費生活・環境などについて，生活を主体的に営

むために必要な基礎的な理解を図るとともに，それらに係る技能を身に付けるようにする。 

（2 ） 家庭や地域及び社会における生活の中から問題を見いだして課題を設定し，解決策を構想

し，実践を評価・改善し，考察したことを根拠に基づいて論理的に表現するなど，生涯を見通して課

題を解決する力を養う。 

（3 ） 様々な人々と協働し，よりよい社会の構築に向けて，地域社会に参画しようとするととも

に，自分や家庭，地域の生活の充実向上を図ろうとする実践的な態度を養う。 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

人間の生涯にわたる発達と

生活の営みを総合的に捉

え、家族・家庭の意義，家族・

家庭と社会との関わりにつ

いて理解を深め、生活を主

体的に営むために必要な家

族・家庭、衣食住、消費や環

境などについて理解してい

るとともに、それらにかか

わる技能を身に付けてい

る。 

生涯を見通して、家庭や地域

及び社会における生活の中

から問題を見いだして課題

を設定し、解決策を構想し，

実践を評価・改善し、考察し

たことを根拠に基づいて論

理的に表現するなどして課

題を解決する力を身に付け

ている。 

さまざまな人々と協働し、よ

りよい社会の構築に向けて

課題の解決に主体的に取り

組んだり、振り返って改善し

たりして、地域社会に参画し

ようとするとともに、自分や

家庭，地域の生活を創造し実

践しようとしている。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習

内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 



 

※令和４年度以降入学生用 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

１
学
期 

自
分
ら
し
い
生
き
方
と
家
族 

〇生涯発達する人生 

 30 歳の自分に向けたメッセ

ージを書くことで、自分のライ

フコースを考える。 

 

a: 各ライフステージごとの発達

課題について理解し、それぞれの

発達段階で起こり得るライフイベ

ントと関連させて理解している。 

b: 30 歳の自分に向けたメッセー

ジを書くことで、自分のライフコ

ースを考えることができ、その中

から問題を見いだして課題を設定

し、解決策を構想し、実践を評価・

改善し、考察したことを根拠に基

づいて論理的に表現するなどし

て、生涯を見通して生活の課題を

解決する力を身に付けている。 

c：30 歳の自分に向けたメッセー

ジを書くことで、自分のライフコ

ースを考え、課題の解決に主体的

に取り組んだり、振り返って改善

したりして、よりよい社会の構築

に向けて、地域社会に参画しよう

とするとともに、生活を創造し、

実践しようとしている。 

定期考査 

ワークシート 

 

ワークシート 

 

ワークシート 

〇青年期を生きる 

青年期の生き方について自

立の観点から学習する。自

己分析をすることで自分らし

い生き方について考える。 

※自立度チェック 

a:４つの自立について理解し、自

分らしさは一人ひとり異なること

を理解している。 

b:自分自身の生活を見つめ、自立

へむけて課題を設定し、解決策を

構想し、実践を評価・改善し、考

察したことを根拠に基づいて論理

的に表現するなどして、生涯を見

通して生活の課題を解決する力を

身に付けている。 

c:自己分析をして、自分らしい生

き方について考え、課題の解決に

主体的に取り組んだり、振り返っ

て改善したりして、よりよい社会

の構築に向けて、地域社会に参画

しようとするとともに、生活を創

造し、実践しようとしている。 

定期考査 

ワークシート 

 

 

ワークシート 

自立度チェ

ックシート 

 

ワークシート 



 

※令和４年度以降入学生用 

〇生活時間から見えてくるも

の 

グラフを見ながら、生活時間

について考え、男女の違い

について比較する。 

〇男女共同参画社会をめざ

して 

これからの家庭生活や社会

のあり方について、どのよう

な改善が必要か考え、話し

合う。 

※生活時間や男女の違いに

ついてデータをもとにグルー

プディスカッションを行う。 

a: 性別役割分業やワークライフ

バランスなどについて理解してい

る。 

b：生活時間や男女の違いについて

データをもとにグループディスカッシ

ョンを行い、その中から問題を見い

だして課題を設定し、解決策を構

想し、実践を評価・改善し、考察

したことを根拠に基づいて論理的

に表現するなどして、生涯を見通

して生活の課題を解決する力を身

に付けている。 

c:男女共同参画社会など、現在の

社会的状況について、自分自身や

家族の問題ととらえ興味を持って

知ろうとする態度がある。課題の

解決に主体的に取り組んだり、振

り返って改善したりして、よりよ

い社会の構築に向けて、地域社会

に参画しようとするとともに、生

活を創造し、実践しようとしてい

る。 

定期考査 

ワークシート 

 

定期考査 

ワークシート 

 

ワークシート 

振り返りシー

ト 

〇現代の家族 

さまざまな家族形態について

学ぶ。 

〇家族にかかわる法律 

家族に関する法律について

学習する。 

a: 世帯構成や世帯人員のグラフ

から、時代とともに変化している

ことを理解している。家族に関す

る法律についての知識を身に付け

ている。 

c: 人の一生に関わる法律につい

て、自分自身や家族の問題ととら

え興味を持って知ろうとする態度

がある。課題の解決に主体的に取

り組んだり、振り返って改善した

りして、よりよい社会の構築に向

けて、地域社会に参画しようとす

るとともに、生活を創造し、実践

しようとしている。 

定期考査 

ワークシート 

  

ワークシート 



 

※令和４年度以降入学生用 

子
ど
も
と
か
か
わ
る 

〇子どもの誕生、からだの発

達 

子どもの身体の成長につい

て、大まかな流れと特徴を学

ぶ。 

〇運動機能の発達と知的発

達 

発達の順序や、子どもの世

界観について学ぶ。 

a: 誕生から幼児期までの子ども

のからだの発達について理解して

いる。子どものものの見方・感じ

方には子ども独特の世界があるこ

とを理解している。運動機能の発

達と知的発達について理解してい

る。子どもの発達について学び、

会性が育っていく過程などについ

て理解している。 

定期考査 

ワークシート 

  

〇子どもの生活習慣と健康 

子どものよい生活習慣はすこ

やかな成長を促すことや、子

どもの健康管理や安全対策

の重要性について学ぶ。 

〇子どもと遊び 

おもちゃや絵本などの児童

文化財が子どもの発達や生

活にどのような影響を及ぼす

のかを考え、絵本にふれた

り、おもちゃ製作などの実習

につなげる。 

※絵本の読み聞かせ／おも

ちゃ作り体験 

a: 発達段階に応じた子どもの基

本的生活習慣や社会的生活習慣と

その重要性について理解してい

る。子どもの健康管理の必要性に

ついて理解している。子どもに発

達と起きやすい事故の関係につい

て理解している。遊びの意義と形

態を理解し、遊びは子どもの発達

にとって重要なものであることを

理解している。現代の遊びをめぐ

る問題について理解している。 

c: 子どもの発達段階に合った絵

本やおもちゃを考え、作製するこ

とで、課題の解決に主体的に取り

組んだり、振り返って改善したり

して、よりよい社会の構築に向け

て、地域社会に参画しようとする

とともに、生活を創造し、実践し

ようとしている。 

定期考査 

ワークシート 

 

  

ワークシート 

振り返りシー

ト 

作品 



 

※令和４年度以降入学生用 

〇すこやかに育つ環境と支

援 

子育てにおける社会環境に

ついて考える。仕事と子育て

が両立できる環境について

考える。 

〇子どもを守る法律・制度 

子どもの権利とその歩みに

ついて学習する。子どもの福

祉に関する活動と社会的問

題について考える。 

※調べ学習 

a: 家庭保育・集団保育の重要性

を理解し、子どもがすこやかに育

つためにどのような社会的な環境

が整えられているのか理解してい

る。子どもの発達における豊かな

人間関係や地域環境・社会環境の

重要性、子どもの福祉について理

解している。 

b: 現在の子育ての環境や地域社

会や国の支援策や課題などについ

て情報を収集し、まとめる中で、

問題を見いだして課題を設定し、

解決策を構想し、実践を評価・改

善し、考察したことを根拠に基づ

いて論理的に表現するなどして、

生涯を見通して生活の課題を解決

する力を身に付けている。 

c: 現在の子育ての環境や地域社

会や国の支援策や課題などについ

て情報を収集し、まとめ、他者に

伝える中で、課題の解決に主体的

に取り組んだり、振り返って改善

したりして、よりよい社会の構築

に向けて、地域社会に参画しよう

とするとともに、生活を創造し、

実践しようとしている。 

定期考査 

ワークシート 

 

 

ワークシート 

作品 

発表 

 

ワークシート 

作品 

発表 

高
齢
者
と
か
か
わ
る 

〇高齢社会に生きる 

高齢者とかかわることの意

義、高齢社会の現状と課題

について学習する。 

a: 現在の高齢社会、高齢化の進

む社会について統計的な視点から

理解している。人生経験のある高

齢者とかかわりを持つことの意義

を理解している。 

定期考査 

ワークシート 

  



 

※令和４年度以降入学生用 

〇高齢者を知る 

高齢者の心身の変化と生活

について学習する。 

※車いす／インスタントシニ

ア体験 

a:加齢に伴う心身の変化や特徴に

ついて理解し、その変化について

は個人差があることも理解してい

る。高齢者にとって家族とはどの

ような存在なのか、高齢者の経済

状況や社会参加状況などについて

理解している。 

b：車いす／インスタントシニア体験

の中から問題を見いだして課題を

設定し、解決策を構想し、実践を

評価・改善し、考察したことを根

拠に基づいて論理的に表現するな

どして、生涯を見通して生活の課

題を解決する力を身に付けてい

る。 

c：車いす／インスタントシニア体験

をもとに、課題の解決に主体的に取

り組んだり、振り返って改善した

りして、よりよい社会の構築に向

けて、地域社会に参画しようとす

るとともに、生活を創造し、実践

しようとしている。 

定期考査 

ワークシート 

 

ワークシート 

 

振 り返 りシ

ート 

 

ワークシート 

実習態度 

振り返りシー

ト 

〇高齢社会を支えるしくみ 

介護保険制度について学習

する。これからの介護と課題

について、事例を用いて考

える。 

a:高齢期に関する制度、特に介護

保険についてなぜこのような制度

が必要なのかを理解し、また、高

齢社会を社会全体で支えるしくみ

を理解している。 

b:高齢期の過ごし方について自身

のこと、家族のことと結びつけな

がら考え、問題を見いだして課題

を設定し、解決策を構想し、実践

を評価・改善し、考察したことを

根拠に基づいて論理的に表現する

などして、生涯を見通して生活の

課題を解決する力を身に付けてい

る。 

c:高齢期の過ごし方について課題

の解決に主体的に取り組んだり、

振り返って改善したりして、より

よい社会の構築に向けて、地域社

会に参画しようとするとともに、

生活を創造し、実践しようとして

いる。 

定期考査 

ワークシート 

 

ワークシート 

 

ワークシート 



 

※令和４年度以降入学生用 

 

 

食
生
活
を
つ
く
る 

〇私たちの食生活と健康 

食べることと健康のかかわ

り、現代の食生活の変化と問

題点について学習する。 

※DVD 視聴 

a: 生活習慣病、摂食障害、月経異

常などと食生活がかかわっている

ことを理解している。外食やコ食

について理解している。 

c：自分の現在の食生活を振り返

り、課題の解決に主体的に取り組

んだり、振り返って改善したりし

て、よりよい社会の構築に向けて、

地域社会に参画しようとするとと

もに、生活を創造し、実践しよう

としている。 

定期考査 

ワークシート 

  

ワークシート 

振り返りシー

ト 

〇5 大栄養素 

5 大栄養素と水について学

習し、からだとのつながりに

ついて考える。 

a: ５大栄養素と水についての人

のからだの中での働き、また、人

のからだの成分についての基礎的

知識を習得している。 

定期考査 

ワークシート 

  

〇炭水化物 

炭水化物の働きと、炭水化

物を多く含む食品について

学ぶ。 

a: 炭水化物（糖質・食物繊維）の

働き、炭水化物を多く含む食品の

特徴（でんぷんの種類や変化など）

についての基礎的知識を身に付け

ている。 

b：食品と栄養、調理との関係にお

いて、科学的な視点をもって理解

し、問題を見いだして課題を設定

し、解決策を構想し、実践を評価・

改善し、考察したことを根拠に基

づいて論理的に表現するなどし

て、生涯を見通して生活の課題を

解決する力を身に付けている 

c：食品と栄養、調理との関係にお

いて、科学的な視点をもって知識

を深めようとしており、課題の解

決に主体的に取り組んだり、振り

返って改善したりして、よりよい

社会の構築に向けて、地域社会に

参画しようとするとともに、生活

を創造し、実践しようとしている。 

定期考査 

ワークシート 

 

ワークシート 

 

ワークシート 



 

※令和４年度以降入学生用 

〇脂質 

脂質の働きと，脂質を多く含

む食品について学ぶ。 

a: 脂質の構造（中性脂肪・グリセ

リン・脂肪酸）と，それぞれの働

きについて理解している。食品に

よって脂肪酸組成が違うことを知

り、バランスよく摂取することの

大切さを理解している。 

b：食品と栄養、調理との関係にお

いて、科学的な視点をもって理解

し、問題を見いだして課題を設定

し、解決策を構想し、実践を評価・

改善し、考察したことを根拠に基

づいて論理的に表現するなどし

て、生涯を見通して生活の課題を

解決する力を身に付けている。 

c：食品と栄養、調理との関係にお

いて、科学的な視点をもって知識

を深めようとしており、課題の解

決に主体的に取り組んだり、振り

返って改善したりして、よりよい

社会の構築に向けて、地域社会に

参画しようとするとともに、生活

を創造し、実践しようとしている。 

定期考査 

ワークシート 

 

ワークシート 

 

ワークシート 

〇たんぱく質 

たんぱく質の働きと、たん

ぱく質を多く含む食品につ

いて学ぶ。 

a: たんぱく質をつくるアミノ酸

について、特に必須アミノ酸の重

要性を理解している。たんぱく質

を多く含む食品（魚介類・肉類・

卵・豆類等）の特徴について理解

している。 

b：食品と栄養、調理との関係にお

いて、科学的な視点をもって理解

し、問題を見いだして課題を設定

し、解決策を構想し、実践を評価・

改善し、考察したことを根拠に基

づいて論理的に表現するなどし

て、生涯を見通して生活の課題を

解決する力を身に付けている。 

c：食品と栄養、調理との関係にお

いて、科学的な視点をもって知識

を深めようとしており、課題の解

決に主体的に取り組んだり、振り

返って改善したりして、よりよい

社会の構築に向けて、地域社会に

参画しようとするとともに、生活

を創造し、実践しようとしている。 

定期考査 

ワークシート 

 

ワークシート 

 

ワークシート 



 

※令和４年度以降入学生用 

〇ミネラル 

ミネラルの働きと、ミネラルを

多く含む食品について学

ぶ。 

a: ミネラルの種類やからだの中

での働きについての基礎的知識を

習得している。ミネラルを多く含

む乳製品や海藻等の特徴について

理解している。 

b：食品と栄養、調理との関係にお

いて、科学的な視点をもって理解

しており、問題を見いだして課題

を設定し、解決策を構想し、実践

を評価・改善し、考察したことを

根拠に基づいて論理的に表現する

などして、生涯を見通して生活の

課題を解決する力を身に付けてい

る。 

c：食品と栄養、調理との関係にお

いて、科学的な視点をもって知識

を深めようとしており、課題の解

決に主体的に取り組んだり、振り

返って改善したりして、よりよい

社会の構築に向けて、地域社会に

参画しようとするとともに、生活

を創造し、実践しようとしている。 

定期考査 

ワークシート 

 

ワークシート 

 

ワークシート 



 

※令和４年度以降入学生用 

〇ビタミン 

ビタミンの働きと、ビタミンを

多く含む食品について学

ぶ。 

a: ビタミンの種類とそれぞれの

持つからだの中での働きについて

の知識を習得している。野菜・く

だもの・きのこ等のビタミンを多

く含む食品について理解してい

る。 

b：食品と栄養、調理との関係にお

いて、科学的な視点をもって理解

しており、問題を見いだして課題

を設定し、解決策を構想し、実践

を評価・改善し、考察したことを

根拠に基づいて論理的に表現する

などして、生涯を見通して生活の

課題を解決する力を身に付けてい

る。 

c：食品と栄養、調理との関係にお

いて、科学的な視点をもって知識

を深めようとしており、課題の解

決に主体的に取り組んだり、振り

返って改善したりして、よりよい

社会の構築に向けて、地域社会に

参画しようとするとともに、生活

を創造し、実践しようとしている。 

定期考査 

ワークシート 

 

ワークシート 

 

ワークシート 

〇食品の衛生 

食中毒の種類を学び、衛生

的な管理に結びつける。ま

た、食品添加物の使用の目

的や安全性についても学

ぶ。 

※動画視聴 

a: 食中毒の種類や予防法等につ

いて学び、衛生的な調理や食事管

理ができる力を身に付けている。

食品添加物の種類やその使用の目

的について理解している。 

b：食の安全性について問題を見い

だして課題を設定し、解決策を構

想し、実践を評価・改善し、考察

したことを根拠に基づいて論理的

に表現するなどして、生涯を見通

して生活の課題を解決する力を身

に付けている。 

c：自分の現在の食生活を振り返

り、課題の解決に主体的に取り組

んだり、振り返って改善したりし

て、よりよい社会の構築に向けて、

地域社会に参画しようとするとと

もに、生活を創造し、実践しよう

としている。 

定期考査 

ワークシート 

 

ワークシート 

振 り返りシ

ート 

 

ワークシート 

振り返りシー

ト 



 

※令和４年度以降入学生用 

〇調理の基本 

調理の一連の流れを実践

し、その理論やコツを学習す

る。 

※調理実習 

a:栄養・食品に関する科学的な知

識や調理の基礎的な技術を身に付

け、それを実際の食生活に生かす

ことができる。調理に関する基本

的な「切る」「炒める」「ゆでる」

「焼く」などの調理技術を身に付

け、実際に調理する技術を身に付

けている。調理実習において、作

業の流れを考え、効率について判

断しながらとりくむことができて

いる。後片付けまできちんと行っ

ている。食事マナーを身に付け、

楽しく食事することができてい

る。 

b：調理実習において、問題を見い

だして課題を設定し、解決策を構

想し、実践を評価・改善し、考察

したことを根拠に基づいて論理的

に表現するなどして、生涯を見通

して生活の課題を解決する力を身

に付けている。 

c：調理実習において、積極的に参

加しようとしており、課題の解決

に主体的に取り組んだり、振り返

って改善したりして、よりよい社

会の構築に向けて、地域社会に参

画しようとするとともに、生活を

創造し、実践しようとしている。 

実習で得た知識や技術を実生活に

活かそうとしている。 

定期考査 

ワークシート 

 

ワークシート 

実習記録 

実習態度 

 

ワークシート 

実習記録 

実習態度 

〇その他の食品 

味に大きな影響を及ぼす調

味料や香辛料、さまざまな加

工食品について学ぶ。 

〇食品の選択と表示 

食品の旬や選択する際のポ

イント、食品の品質表示につ

いて学ぶ。 

a:調味料、香辛料、嗜好食品の種

類と特徴について理解している。

特別用途食品や保健機能食品等の

種類と特徴、表示などについて理

解している。 

定期考査 

ワークシート 

  



 

※令和４年度以降入学生用 

〇食事摂取基準 

健康な生活を営むためにど

のような栄養素がどれくらい

必要なのかを学ぶ。 

〇食品群別摂取量のめやす 

食品群別摂取量のめやす、

食事バランスガイドを見な

がら何をどれだけ食べれば

よいのか考える。 

a:食事摂取基準を理解し、何をど

れくらい食べるのかを理解し、実

際にバランスのよい食事計画につ

なげることができる。食品群別摂

取量を理解し、何をどれくらい食

べるのかを理解している。 

定期考査 

ワークシート 

  

〇献立作成 

献立作成のポイントやライフ

ステージを考えた献立作成

を学ぶ。 

※献立作成 

a:ライフステージと栄養の関係、

献立作成時のポイントを理解して

いる。 

b：食事摂取基準や食品群別摂取量

のめやすを利用しながら、実際の

生活において家族のライフステー

ジも考えながら献立を作成するこ

とができ、問題を見いだして課題

を設定し、解決策を構想し、実践

を評価・改善し、考察したことを

根拠に基づいて論理的に表現する

などして、生涯を見通して生活の

課題を解決する力を身に付けてい

る。 

c：食事摂取基準や食品群別摂取量

のめやすを利用しながら、実際の

生活において家族のライフステー

ジも考えながら献立を作成しよう

としており、課題の解決に主体的

に取り組んだり、振り返って改善

したりして、よりよい社会の構築

に向けて、地域社会に参画しよう

とするとともに、生活を創造し、

実践しようとしている。 

定期考査 

ワークシート 

ワークシート

（献立作成） 

 

ワークシート 

ワークシート

（献立作成） 

 

ワークシート 

ワークシート

（献立作成） 



 

※令和４年度以降入学生用 

衣
生
活
を
つ
く
る 

〇人と衣服のかかわり 

人と衣服のかかわりや衣服

の機能について学習する。 

〇健康で安全な衣服 

快適で安全な衣服について

学習する。 

a:衣服が着用されるようになった

説について、その背景や風土など

を考えながら理解している。自然

環境と衣服のかかわり、社会環境

と衣服の関係から衣服が持つ機能

を理解している。衣服は年齢によ

っても必要とされる要素が違うと

いうことを理解している。健康と

安全に配慮した着装について理解

している。 

b：快適な衣服とはどのような着心

地か考え、 

問題を見いだして課題を設定し、

解決策を構想し、実践を評価・改

善し、考察したことを根拠に基づ

いて論理的に表現するなどして、

生涯を見通して生活の課題を解決

する力を身に付けている。 

定期考査 

ワークシート 

 

ワークシート 

 

〇衣服素材の種類と特徴 

繊維の種類と特徴、糸や布

について学習する。 

※実物教材の観察 

a: 繊維の種類と特徴と用途を理

解している。織物・編物の種類や

構造を理解している。 

定期考査 

ワークシート 

  

〇衣生活の計画と購入 

衣服の入手から処分までの

流れを学習する。衣服の表

示を見ながら衣服購入のポ

イントについて考える。 

 

a: 実生活において、衣類の入手か

ら処分まで計画的な衣生活を営む

知識を身に付けている。衣服を購

入する際の表示の見方、洗濯する

際の表示の見方を理解している。 

b：衣服の購入の際、自分のサイズ

を把握し、表示から必要な情報を

読み取ることができる。その中か

ら問題を見いだして課題を設定

し、解決策を構想し、実践を評価・

改善し、考察したことを根拠に基

づいて論理的に表現するなどし

て、生涯を見通して生活の課題を

解決する力を身に付けている。 

定期考査 

ワークシート 

 

ワークシート 

 



 

※令和４年度以降入学生用 

〇衣服の管理 

洗濯の種類と方法、洗剤の

はたらきについて学ぶ。 

〇家庭での洗濯・保管 

家庭での洗濯方法・保管の

方法などについて学ぶ。 

※アイロンのかけ方（実践） 

a: すでに学んだ衣服の表示の見

方、洗濯の表示の知識を活かし、

適切な洗濯や手入れを身に付けて

いる。衣服材料・衣服管理・整理

についての基礎的な知識を身に付

け，衣服管理において適切な判断

ができる。 

b：アイロンを適切にかけることが

でき、問題を見いだして課題を設

定し、解決策を構想し、実践を評

価・改善し、考察したことを根拠

に基づいて論理的に表現するなど

して、生涯を見通して生活の課題

を解決する力を身に付けている。 

c：適切にアイロンをかける方法を

習得しようとしており、課題の解

決に主体的に取り組んだり、振り

返って改善したりして、よりよい

社会の構築に向けて、地域社会に

参画しようとするとともに、生活

を創造し、実践しようとしている。 

定期考査 

ワークシート 

 

 

ワークシート 

振 り返りシ

ート 

 

ワークシート 

振り返りシー

ト 



 

※令和４年度以降入学生用 

〇持続可能な衣生活をつく

る 

衣生活と資源・環境とのかか

わり、環境に配慮した衣生活

について学習する。ファスト

ファッションについて事例を

挙げながら話し合い、商品選

択の際に心がけることを考え

る。 

※ファストファッションについ

て（グループディスカッショ

ン） 

a:衣類の製造には多くのエネルギ

ーが使われていることを知り衣類

と資源についての関係を理解して

いる。洗濯の環境への影響、廃棄

処分における環境への影響を考

え、リユースなど環境に配慮した

衣生活につなげることができ、私

たちの衣生活が世界規模で営まれ

ていることを理解している。 

b：ファストファッションの問題点

を把握し、問題を見いだして課題

を設定し、解決策を構想し、実践

を評価・改善し、考察したことを

根拠に基づいて論理的に表現する

などして、生涯を見通して生活の

課題を解決する力を身に付けてい

る。 

c：ファストファッションの問題点

を把握し自分の行動を見直そうと

しており、課題の解決に主体的に

取り組んだり、振り返って改善し

たりして、よりよい社会の構築に

向けて、地域社会に参画しようと

するとともに、生活を創造し、実

践しようとしている。 

定期考査 

ワークシート 

 

 

ワークシート 

振 り返りシ

ート 

 

ワークシート 

振り返りシー

ト 

住
生
活
を
つ
く
る 

〇人と住まいのかかわり 

住まいの機能や文化、生活

様式について学習する。 

a:住まいの機能や地域性豊かな住

まいの文化を理解している。戦後

の生活様式の変化や二つの起居様

式について理解している。 

b：和室などの日本建築について理

解しており、その中から問題を見

いだして課題を設定し、解決策を

構想し、実践を評価・改善し、考

察したことを根拠に基づいて論理

的に表現するなどして、生涯を見

通して生活の課題を解決する力を

身に付けている。 

定期考査 

ワークシート 

 

ワークシート 

 



 

※令和４年度以降入学生用 

〇平面計画からみた住空間 

基本的な平面図の読み取り

方を学習する。生活行為に

対応した様々な住空間につ

いて学習する。 

※一人暮らしのレイアウトや

コーディネート／物件選び

（実践） 

a:平面図が読み取れるようにな

る。個人生活・家事労働・共同生

活・生理衛生、それぞれの空間に

おいての機能を理解している。 

b：空間に自分で適切な家具などの

配置が決定し、不動産広告から正

しい情報を読み取り、判断できる。

問題を見いだして課題を設定し、

解決策を構想し、実践を評価・改

善し、考察したことを根拠に基づ

いて論理的に表現するなどして、

生涯を見通して生活の課題を解決

する力を身に付けている。 

c：学習で得た知識を将来の生活に

活かそうとしており、課題の解決

に主体的に取り組んだり、振り返

って改善したりして、よりよい社

会の構築に向けて、地域社会に参

画しようとするとともに、生活を

創造し、実践しようとしている。 

定期考査 

ワークシート 

振り返りシー

ト 

 

ワークシート 

振 り返りシ

ート 

 

ワークシート 

振り返りシー

ト 

〇ライフステージと住まいの

計画 

住まいにおけるバリアフリー

やユニバーサルデザインに

ついて学習する。ライフステ

ージやライフスタイルに応じ

た住生活について学習す

る。 

a:すべての人にとって住みやすい

住環境について理解している。 

b：ライフステージに応じた住まい

について思考・判断することがで

き、問題を見いだして課題を設定

し、解決策を構想し、実践を評価・

改善し、考察したことを根拠に基

づいて論理的に表現するなどし

て、生涯を見通して生活の課題を

解決する力を身に付けている。 

c:住まいにおいてバリアとなって

いる箇所を見つけるなど課題を見

つけ、課題の解決に主体的に取り

組んだり、振り返って改善したり

して、よりよい社会の構築に向け

て、地域社会に参画しようとする

とともに、生活を創造し、実践し

ようとしている。 

定期考査 

ワークシート 

 

ワークシート 

 

ワークシート 



 

※令和４年度以降入学生用 

〇健康に配慮した住まい 

快適な室内環境について、

日照・採光，通風・換気，騒

音・しゃ音，冷暖房などの要

素を学習する。 

〇安全な住まい 

災害や家庭内事故とその対

策について学習する。 

a:地震や台風などの自然災害、火

災・盗難などの人為的な災害とそ

の対策について理解している。安

全な住まいづくりや住環境につい

て理解している。 

定期考査 

ワークシート 

  

〇これからの住まい 

さまざまな住まい方やまちづ

くりの現状について学習す

る。 

a:地域社会とのかかわりも含めて

よりよい住環境とは何かを理解し

ている。 

定期考査 

ワークシート 

  

３
学
期 

経
済
的
に
自
立
す
る 

〇日々の収入・支出を把握

する 

家計の構成（収入・支出）を

学習する。 

〇社会と家計の変化 

現代の家計の特徴について

学習する。 

※給与明細を読みとる 

a:家計の構成を理解している。収

入と支出の種類と特徴を理解して

いる。近年の家計の特徴について

理解している。家計調査年報のグ

ラフや給与明細などから、家計に

おける収支バランスなどを理解し

ている。 

b:給与の使い方をシミュレーショ

ンし思考する中で、問題を見いだ

して課題を設定し、解決策を構想

し、実践を評価・改善し、考察し

たことを根拠に基づいて論理的に

表現するなどして、生涯を見通し

て生活の課題を解決する力を身に

付けている。 

c：学習で得た知識を将来の生活に

活かそうとしており、課題の解決

に主体的に取り組んだり、振り返

って改善したりして、よりよい社

会の構築に向けて、地域社会に参

画しようとするとともに、生活を

創造し、実践しようとしている。 

定期考査 

ワークシート 

振り返りシー

ト 

 

ワークシート 

振 り返りシ

ート 

 

ワークシート 

振り返りシー

ト 



 

※令和４年度以降入学生用 

〇長期的な経済計画を立て

る 

ライフイベントや生活のリスク

などに備えた、生涯を見通し

た経済計画と管理について

学習する。 

※マネープランゲーム 

a:経済的な自立に向けて、長期的

な経済設計が立てられる。保険や

金融商品などの種類や特徴につい

て理解している。 

b:マネープランゲームでシミュレ

ーションし、ライフイベントや生

活のリスクについて思考すること

ができ、問題を見いだして課題を

設定し、解決策を構想し、実践を

評価・改善し、考察したことを根

拠に基づいて論理的に表現するな

どして、生涯を見通して生活の課

題を解決する力を身に付けてい

る。 

c：学習で得た知識を将来の生活に

活かそうとしており、課題の解決

に主体的に取り組んだり、振り返

って改善したりして、よりよい社

会の構築に向けて、地域社会に参

画しようとするとともに、生活を

創造し、実践しようとしている。 

定期考査 

ワークシート 

振り返りシー

ト 

 

ワークシート 

振 り返りシ

ート 

 

ワークシート 

振り返りシー

ト 

消
費
行
動
を
考
え
る 

〇契約と主体的な消費行動 

さまざまな契約や主体的な

消費行動について学習す

る。 

a:「契約」の基本的なしくみを理

解できる。自分たちが消費行動を

日々行っている消費者であること

を理解し、消費行動においては，

都度意思決定が行われていること

を理解している。情報リテラシー

の大切さを理解している。 

定期考査 

ワークシート 

  



 

※令和４年度以降入学生用 

〇多様化する販売方法と問

題商法 

多様な販売方法や問題商法

の種類と対処法について学

習する。 

※動画視聴 

a:多様化する販売方法の種類や内

容について理解している。問題商

法の種類や対処法について理解し

ている。 

b:問題商法の被害を未然に防いだ

り、早期に解決するための方法に

ついて思考・判断ができ、問題を

見いだして課題を設定し、解決策

を構想し、実践を評価・改善し、

考察したことを根拠に基づいて論

理的に表現するなどして、生涯を

見通して生活の課題を解決する力

を身に付けている。 

c：多様化する販売方法の種類や内

容について課題の解決に主体的に

取り組んだり、振り返って改善し

たりして、よりよい社会の構築に

向けて、地域社会に参画しようと

するとともに、生活を創造し、実

践しようとしている。 

定期考査 

ワークシート 

振り返りシー

ト 

 

ワークシート 

振り返りシ

ート 

 

ワークシート 

振り返りシー

ト 

〇消費者を守る制度・法律 

消費者と事業者の間の力の

差を埋めるための制度や法

律について学習する。 

a:消費者契約法・特定商取引法な

どの法律、クーリング・オフ制度

や製造物責任法など消費生活にか

かわる法律・制度を理解している。 

定期考査 

ワークシート 

  



 

※令和４年度以降入学生用 

〇多様化する支払い方法 

多様化している支払い方法

や多重債務の予防と対処に

ついて学習する。 

※買い物ゲーム（クレジットカ

ードの支払方法） 

a:クレジットやローンなどの消費

者信用を前提とした支払い方法の

しくみを理解している。多重債務

に陥らないために、計画的に支払

うことの大切さを理解している。 

b:返済方法や金利の違いによる差

額を実際に計算し、結果から思考・

判断でき、問題を見いだして課題

を設定し、解決策を構想し、実践

を評価・改善し、考察したことを

根拠に基づいて論理的に表現する

などして、生涯を見通して生活の

課題を解決する力を身に付けてい

る。 

c：クレジットやローンなどの消費

者信用を前提とした支払い方法の

しくみについて、課題の解決に主

体的に取り組んだり、振り返って

改善したりして、よりよい社会の

構築に向けて、地域社会に参画し

ようとするとともに、生活を創造

し、実践しようとしている。 

定期考査 

ワークシート 

振り返りシー

ト 

 

ワークシート 

振 り返りシ

ート 

 

ワークシート 

振り返りシー

ト 

〇消費者の権利と責任 

近年の消費者問題を学び、

問題解決のための消費者運

動や消費関連の法律を学習

する。 

a:消費者問題や消費者運動、消費

関連の法律行政について理解して

いる。消費者の権利と責任につい

て理解している。 

定期考査 

ワークシート 

  



 

※令和４年度以降入学生用 

 

〇持続可能な社会をめざす

取り組み 

持続可能な社会に向けて，

自らの行動や選択を見つめ

なおす。 

※SDGｓについて事例をもと

に意見交換 

a:家庭生活と資源・環境との関係

について理解している。環境ラベ

ルについて理解している。実際の

生活において、環境に配慮した消

費行動をとることができる。 

b:SDGs の指標やその意義を、身近

な例をもとに思考・判断でき、課

題の解決に向けて主体的に取り組

む中で、問題を見いだして課題を

設定し、解決策を構想し、実践を

評価・改善し、考察したことを根

拠に基づいて論理的に表現するな

どして、生涯を見通して生活の課

題を解決する力を身に付けてい

る。 

c：実際の生活において、環境に配

慮した消費行動をとろうとしてお

り、課題の解決に主体的に取り組

んだり、振り返って改善したりし

て、よりよい社会の構築に向けて、

地域社会に参画しようとするとと

もに、生活を創造し、実践しよう

としている。 

定期考査 

ワークシート 

振り返りシー

ト 

 

ワークシート 

振り返りシ

ート 

 

ワークシート 

振り返りシー

ト 

 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         

 

 


